
環境地質本部 地質研究所火山灰を使用した長寿命コンクリート

北海道の未利用資源を用いて社会インフラの長寿命化を目指します

道総研 建築研究本部 北方建築総合研究所

共同研究機関・協力機関：地質研究所、（独）土木研究所寒地土木研究所、
（社）全国コンクリート製品協会、日鉄住金セメント(株)

位置情報

組成、含有鉱物などの情報

採掘現場
の状況

火山灰試料データベース
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*

*火山灰4種類のうち，中間的な値

・北海道に存在する豊富な火山灰資源が未活用。
・社会インフラの維持管理や更新にかかる自治体などの財政負担の増大。

背 景

成 果

期待される効果

１ 道産火山灰の評価とデータベース化 ２
火山灰コンクリートの
性能を評価

◯道内9２か所の火山灰を調査し評価を行った。
（採掘現場の状況、組成・含有鉱物など）

◯道産火山灰のデータベースを構築した。
（地質研にて情報提供中）

・コンクリートの長寿命化により社会インフラの維持管理コスト削減が見込まれる。
・北海道内の未利用資源が有効に活用できる。

小樽港北防波堤

（火山灰を使用し、
100年以上経過しても
健在なコンクリート）

３
調合設計手法を提案し、
試作品を作製

試作品作製状況 試作品

性能試験の状況

◯火山灰を利用することがコ
ンクリートの長寿命化に有
効であることがわかった。

◯中性化の速度が約1.7倍遅く
なると試算された。

◯塩害対策にも有効。

○火山灰の特性に応じた調合設計手法
を提案。

○試作品を作製し，実際に風雪にさら
して、火山灰コンクリートの性能を
検証する試験を実施中。

地方独立行政法人 北海道立総合研究機構
電話：011-747-2804
http://www.hro.or.jp

重点研究


